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NY マーケットレポート（2018 年 10 月 3 日） 
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NY市場レポート 

 

≪ NY市場概況 ≫ 

NY 市場では、序盤に発表された ADP 雇用統計、ISM 非製造業景況指数が良好な結果となったことを受けて、

ドル買いが先行した。さらに、米主要株価が堅調な動きとなったことや、米国債利回りが上昇したことも加

わり、ドル買い・円売りが優勢となった。特に、ドル/円は 114.47まで上昇し、昨年 11/6以来の高値を付け

た。米株式市場では、ダウ平均株価が 5営業日続伸となり、連日の最高値更新となった。 

 

主要な米経済指標結果 

9 月 ADP 雇用統計 23.0万人（予想 18.5 万人・前回 16.3 万人⇒16.8 万人） 

9 月の米 ADP 雇用統計では、雇用者数の伸びが 7 ヵ月ぶりの大幅増加となった。建設業や製造業を含む財生

産部門の雇用は+4.6万人（+2.3万人）と 3 月以来の大幅増。サービス業の雇用は+18.5 万人（前月 14.5 万

人）と 1月以来の大幅な伸び。業種別では、建設業は+3.4万人、製造業は+0.7万人、専門職・ビジネスサー

ビス部門は+7.0 万人、娯楽・ホスピタリティー関連は+1.6万人となった。従業員が 500人以上の大企業の雇

用者は+7.5万人、50-499人の中堅企業では+9.9 万人、49人以下の小企業では+5.6 万人。 

 

出所：Bloomberg 
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9 月 ISM 非製造業景況指数 61.6（予想 58.0・前回 58.5） 

9 月の米 ISM 非製造業景況指数は、市場予想を上回り、前月から 3.1 ポイント上昇となり、21 年ぶりの高水

準となった。事業活動が 65.2（前月 60.7）、新規受注が 61.6（60.4）、雇用が 62.4（56.7）、仕入れ価格が

64.2（62.8）、在庫が 54.3（53.5）となった。9 月は 17 業種が景況拡大、業況縮小した業種はなかったと報

告。 

 

出所：Bloomberg 

 

要人発言 

パウエル FRB 議長 

・景気拡大はかなりの期間継続の可能性 

・経済の現状に非常に満足 

・金利は依然緩和的だ 

・中立的な水準へとわれわれは徐々に向かっている 

・われわれは中立を超えるかもしれない。恐らく中立金利まで長い道のりがある 

・動きが速過ぎるのと遅過ぎるのでうまく進める現実的なやり方は緩やかに動くことだ 

・極めて前向きな経済条件が整っており、失業率を低く保ち、インフレ率を目標水準にとどめようと努めて

いる 

・この景気サイクルが長期間続くことは不可能だと考える理由はない 
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ブレイナード FRB理事 

・ドルの世界準備通貨としての役割は極めて強大であり、世界にとって今後も非常に重要な準備通貨であり

続けるための多くの要因が実際に存在していると思う 

・われわれはわれわれの金融システムが回復力と流動性を有し、開かれているようにし続ける必要がある 

・これらが、ドルの国際的地位が引き続き非常に力強くあるための基盤だ 

・世界金融システムにおける米金融市場の役割だけでなく、世界経済における米経済の役割を考慮すれば、

ドルは特定の技術を上回る 

＊米経済見通しや金融政策については言及しなかった 

 

バーキン・リッチモンド連銀総裁 

・成長は底堅く、失業率も低い。インフレは目標水準にある 

・貿易摩擦によって数カ月前と比べて神経質さが増している 

・信頼感が続くかどうかを明確に示唆する指標だ。今後の方向性に良い感触を得ない限り、企業は将来に投

資することはないだろう。個人的な見解では、これこそが現在の関税措置を巡る議論がもたらしている大

きな課題だ 

・長短金利の差が縮小しており、市場が見通しに対して信頼を失いつつあることを示している可能性がある 

・過去にはリセッションに突入する前に逆イールドが発生することが多かった 

＊金融政策の具体的な見通しは言及しなかった 
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米ダウ平均株価は 5営業日続伸、連日の最高値更新 

米株式市場は、イタリア財政への過度な懸念が和らいだことや、米経済指標が市場予想を上回ったことで、

米景気は堅調との見方から買いが優勢となった。米長期金利の上昇で収益改善の思惑から金融株が堅調とな

ったことも下支え要因となった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比 177 ドル高まで

上昇した。その後はやや上げ幅を縮小したものの、5 営業日続伸となり連日の最高値も更新した。一方、ハ

イテク株中心のナスダックは、3 営業日ぶりに上昇した。 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：データを基に SBILMが作成 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 
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本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


